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め、前述の GFRP 歯車形工具を用いて実験を行い、その結果、GFRP 歯車形工具ではガラ
ス繊維の硬度が不足するため、打痕を除去できないことを示している。これを解決す
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価値あるものと認める。また、平成 27 年 6 月 24 日、論文内容とそれに関連した事項に
ついて試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認
し、合格と認めた。 
 
 
 
